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足腰の強い「健都ふくしま」を目指して
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今月の表紙：「大森城山のさくら」（大森）
　史上最も早く開花した福島市の桜。
　大森城に居城した伊達成実の兜の前立ては毛虫でした。毛虫が前進しかしないこ
とに因んだとされています。
　困難な時代ですが、前を向いていきましょう。

街なか回遊と“食”を通じて盛り上げます［連続テレビ小説《エール》］ ８

表２

3月30日スタート3月30日スタート

大人気企画「ランチで食うポン」2020春が３月30日から始まりました。
1,000円以上の特別メニューが1,000円（税込）で食べられます。
食うポンを片手に福島市内を散策しませんか?!

◇実　　施　　期　　間　　３月30日（月）～５月31日（日）
◇参加予定店舗　　59店舗
◇スタンプラリーも同時実施
　３店舗回って豪華な景品が当たるチャンス
◇スマホでも食うポンが使えます

行楽の春、ランチを1,000円で楽しもう
春のランチで食うポン2020

◎お問合せ先
　地域振興課　☎572-7118（直通）

◇日本商工会議所主催の検定試験についての詳細は
　ホームページ　http://www.kentei.ne.jp  または　検定情報ダイヤル ☎03-5777-8600
◇東京商工会議所主催の検定試験についての詳細は
　ホームページ　http://www.kentei.org　  または　検定情報ダイヤル ☎03-3989-0777

までそれぞれお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症の拡大により試験施行にあたっては、申込期間の短縮や試験当日の
諸注意などが発表される可能性があります。随時、上記お問合せ先までお尋ねください。

成果を出す時。
令和２年度上半期　
福島商工会議所検定試験日一覧

検定試験名 試験回 実施級 試験日 個人申込期間

催
主
商
日 日商簿記 第155回 1～3級 6/14㈰ 4/　6　㈪～5/15㈮

リテールマーケティング 第86回 2～3級 7/11㈯ 5/11㈪～6/19㈮
日商珠算 第219回 1～3級 6/28㈰ 4/20㈪～5/28㈭

催
主
商
東

カラーコーディネーター 第48回 2～3級 6/　7　㈰ 4/　7　㈫～4/24㈮
ビジネス実務法務 第47回 2～3級 6/21㈰ 4/21㈫～5/　8　㈮
福祉住環境コーディネーター 第44回 2～3級 7/　5　㈰ 4/30㈭～5/22㈮
eco（環境社会） 第28回 級設定

なし
7/12㈰ 5/12㈫～5/29㈮

ビジネスマネジャー 第11回 6/27㈯ 4/28㈫～5/15㈮



　当所では、1月29日（水）より「新型コロナウ
イルスに関する経営相談窓口」を設置し、経営
相談に対応しています。資金繰り相談、雇用調
整助成金等の労務相談など、お気軽にご利用・
ご相談ください。
○お問合せ先　中小企業相談所　
℡536-3900

新型コロナウイルス対策マルケイ資金
（運転資金・設備資金）
○対象
商工会議所の経営指導を受けた小規模事業者
○融資限度額　別枠1,000万円
○金利　当初3年間0.31％
（経営改善利率1.21％より▲0.9%）

会員限定利子補給を実施
　日本政策金融公庫からマルケイ融資制度の
新型コロナウイルス対策の特別枠を借り入れた
会員事業所については、借入から1年間の利子
補給（実質金利0%）を行います。期間は令和3
年3月31日までとなります。
○お問合せ先
当所中小企業相談所　℡536-3900

無利子・無担保融資（運転資金・設備資金）
特別利子補給制度あり

○対象　最近1か月の売上高が前年または
　　　　前々年と比較して5%以上減少した方等
○融資限度額　中小事業　3億円
　　　　　　　国民事業　6,000万円
○金利　※実質無利子
　　（当初3年間。以降は金利基準となります）
※特別利子補給制度を受けた場合に実質無利
子となります。ただし、適用条件があります。
○お問合せ先　日本政策金融公庫福島支店
　　　　　　　中小企業事業　℡522-9241
　　　　　　　国民生活事業　℡523-2341

新型コロナウイルス対策支援について緊急特集

　新型コロナウイルスの感染拡大が止まりません。福島商工会議所としては、1月に
「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を設置し、資金繰りなどの経営相談に
当たってきたところですが、3月27日(金)に開催された議員総会で「新型コロナウ
イルスに伴う会員事業所への経営支援・対応策」を決定しましたので、その内容をは
じめ国等の支援策についてお伝えします。
※掲載情報は3月27日現在ですので、最新情報はホームページで確認いただくか、お気軽に福島商工
会議所に電話等でお問合せください。

　福島商工会議所ホームページ　　http://www.fukushima-cci.or.jp
　福島商工会議所中小企業相談所　　電話024-536-3900

経営相談窓口の開設

会費納入の延長 資金繰りの支援
　令和2年度の当所年会費は、下記のとおり納
期限を延長します。
○口座振替の場合
　4月24日（金）の口座振替日を2カ月延長し、
6月24日（水）とします。
○金融機関の窓口納付の場合
　5月31日（日）の納付期限を1か月延長し、6
月30日（火）とします。
○10口以上の会費の分割納付
　会費10口以上の会員の方につきましては、
申し出により分割納付を受け付けます。
○お問合せ先　会員サービス課　
℡572-7116
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小学校等の臨時休業等に伴う保護者の休暇取
得支援
（労働者に休暇を取得させた事業者向け）
　事業主で、子の世話を行うことが必要となっ
た労働者に対し、労働基準法上の年次有給休暇
とは別途、有給（賃金全額支給）の休暇を取得
させた事業主向けの助成金が創設されました。
○支給額
休暇中に支払った賃金相当額×10 ／ 10
※支給額は8,330円を日額上限
○適用日　令和2年2月27日～ 3月31日の
間に取得した休暇
○お問合せ先
学校等休業助成金・支援金等相談
コールセンター　℡012-60-3999

雇用に関する支援

雇用調整助成金の対象範囲拡大
　新型コロナウイルスの対応として、雇用調整
助成金について特例措置の対象となる事業主
の範囲が拡大されました。
○助成率　大企業1 ／ 2　中小企業2 ／ 3
○支給限度日数　1年間で100日
○お問合せ先
福島労働局　職業対策課　℡536-4609

　以上をはじめ、経済産業省の特設ホームペー
ジでは最新の情報を随時掲載しています。「経済
産業省　新型コロナウイルス感染症関連」で検
索、または下のQRコードよりご確認ください。
　当所ホームページからもご覧いただくことが
できますのでぜひアクセスしてください。
　また、ホームページだけでなく、
FAX等による情報周知も展開してま
いります。今後は、補助・助成制度
の説明会も開催する予定です。

セーフティネット保証（4号）
　新型コロナウイルスにより一定規模の影響を
受けた中小企業者について、一般保証と「別枠
の保証」が利用可能となります。
○お問合せ先
福島県信用保証協会　℡526-2331

福島県緊急経済対策資金融資保証制度
（新型コロナウイルス対策特別資金）
　新型コロナウイルスにより、売上減少など一
定の業績悪化が見込まれる中小企業が利用で
きます。
○対象者

県内に事業所を有し、1年間以上継続して事
業を行っている中小企業者のうち、新型コロ
ナウイルス感染症の流行に起因して、事業活
動に影響を受けた後、原則として
①最近1か月の売上高等が前年同月に比して
20％以上減少しており、
かつ、
②その後2か月を含む3か月間の売上高等
が前年同月に比して20％以上減少すること
が見込まれること。

（売上高等の減少について、市町村長の認定
が必要となります。）

○融資限度
運転資金、設備資金8,000万円以内

（併用時は8,000万円限度）
○融資期間

10年以内（うち据置1年以内）
○融資利率

固定　年1.5％以内
○保証料率

必ず信用保証協会の保証付きとなります。
年0.5％（責任共有制度対象外100％保証）

○担保
審査により必要になる場合があります。

○保証人
法人 原則として1名以上
個人 必要により（原則第三者保証人は不要）

○取扱期間
令和2年3月5日より令和2年3月31日融
資実行分まで

○お問合せ先　福島県経営金融課
℡521-7288

新型コロナウイルス感染症にかかる衛生環境激
変対策特別融資
　新型コロナウイルスの発生により、一時的な業
況悪化から資金繰りに支障を来している旅館業、
飲食店営業および喫茶店営業を営む方が対象の
融資です。
○お問合せ先　日本政策金融公庫福島支店
　　　　　　　国民生活事業　℡523-3241

経済対策の周知徹底と相談支援に
取り組んでまいります

2

特 集



　福島市では新型コロナウイルスの影響をうけている市内中小企業者・小規模事
業者の皆様に対して、支援策を創設しました。
　困難なこのときに、感染症終息を見据え、積極的な取り組みを行う事業者の皆様
を支援いたします。

福島市新型コロナウイルス感染症対策支援事業

1　福島県緊急経済対策資金融資制度に対する補助

2　ピンチをチャンスにプロジェクト事業

　福島県緊急経済対策資金融資制度（新型コロナウイルス対策特別資金）を利用
　した対象者に、下記の補助を行います。
①信用保証料の全額補助
　【補助額】　当初支払った信用保証料全額
②支払利子のうち2年間分の利子の補助
　【補助額】　第1回目の返済から2年間分の支払った利子全額
　【取扱期間】　令和2年3月5日から令和2年3月31日
　（令和2年度も継続予定）
※すでに融資を受けている方には遡及して補助します。
　【担当課】商工業振興課　電話525-3720

①小規模事業者持続化支援事業
　店舗の改装、ホームページの作成・改良、チラシ・カタログの作成、広告掲載な

ど販路開拓等の取り組みを支援する国の令和元年度補正予算小規模事業者持続
化補助金<一般型>の採択を受けた小規模事業者に、市による上乗せ補助を行
います。

　【補助率】国：2 ／ 3　［上限50万円］　
　　　　　 市：国補助を除いた額の1 ／ 2　［上限12.5万円］
　【対　象】国（補助金事務局）への申込み締切が
　　　　　①令和2年3月31日（火）までのもの
　　　　　②令和2年6月5日（金）までのもの

②企業スキルアップ支援事業
　経営方法の改善、生産能力の向上、技術の向上および経営基盤の強化を目的とし

て、従業員に業務にかかわる研修もしくは通信教育を受講させる場合、又は中小
企業者が企画し、講師等を依頼して従業員のための研修会を開催する場合の費用
の全部または一部を補助します。

　【補助率】10 ／ 10　［上限5万円（1企業あたり）］
　【対象】令和2年3月から6月までに開催されるもの
　【担当課】商工業振興課　電話525-3720
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「新型コロナウイルス対策特別資金」のご案内

●貸　付　利　率　年1.5％以内
●保　証　料　率　年0.5％
●貸付限度額　8,000万円
●貸　付　期　間　10年以内

※売上高等の減少についての
　市町村長の認定が必要になります。
　詳しくはHPをご確認ください。

福島営業店 ℡ 024-526-1530

（詳細はこちら）

感染拡大の影響を受けている事業者の皆様にご利用頂くための新しい保証制度が創設されました。

　当所では、緊急事態発生時への対応準備を
進めています。事務局では、来客・打合せにつ
いては相手方の了解を得た上で、できるだけ電
話・メール等を使用させていただき、感染予防
に努めております。
　また、主催する議員総会、常議員会、部会、委
員会、外郭団体の会議等については、議件に審
議事項のあるものについては、予定通り開催とす
るものの、状況により延期を検討します。議件以
外の報告事項や講演会、セミナー等については、
会議時間の短縮や中止、延期を検討します。

　当所では、職員および来所者に対する感染予
防として、
・入室時のアルコール消毒やうがいの奨励
・会議室等のアルコール消毒の徹底を行っており
ます。
　会員の皆様をはじめご理解とご協力をお願い
いたします。

　福島県商工会議所連合会、福島県商工会連
合会、福島県中小企業団体中央会の3団体は3
月31日、新型コロナウイルス感染症対策にお
ける中小・小規模事業者支援に関する緊急要
望を内堀雅雄福島県知事に対して行いました。
　要望内容は次のとおりです。

1 感染拡大防止・早期収束に向けた果断な対
応

2 専門的・科学的根拠に基づいた情報発信の
徹底

3 被害状況に鑑みた大胆な経済対策の実施
4 新型コロナウイルス感染症特別貸付の申請処

理の迅速な実施
5 各種融資制度における利子等補給制度の創設

と元本返済猶予措置に係る国への働きかけ
6 補助金・助成金等の申請書類の大幅な簡素

化・手続きの迅速化
7 ふくしま小規模企業者等いきいき支援事業に

おける補助率拡充および補助対象者の拡大

当所の危機管理体制

当所における感染予防策

緊急要望を実施

　経済産業省では、設備投資や販路開拓、事業
継続力強化に資するテレワークツール導入に対
応した補助制度を設けています。

小規模事業者持続化補助金
○対象　　小規模事業者等
○対象事業　地域の商工会議所または商工会
の助言等を受けて経営計画を作成し、販路開
拓・生産性向上等に取り組む事業
○補助額　上限50万円
○補助率　事業費の2 ／ 3
○お問合せ先
当所中小企業相談所
℡536-3900

各種補助制度
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令和２年度事業計画

INPIT 知財総合支援窓口

相談・支援は無料です

TEL 024−963−0242

知財のことならご相談ください

一般社団法人 福島県発明協会
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放
送
を
通
じ
て
福
島
市
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
も
含
め
た
観
光
振
興
を
図
る
ほ
か
、
昨
年

夏
に
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た「
福
島

わ
ら
じ
ま
つ
り
」、
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
や

福
島
出
身
の
力
士
三
兄
弟
な
ど
の
活
躍
を
通
じ

て
福
島
の
元
気
を
積
極
的
に
発
信
し
、
回
遊
性

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
核
市
福
島
市
を
中
枢
都
市
と
す
る

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
形
成
を
見
据
え
な
が

ら
、
東
北
中
央
自
動
車
道
を
活
用
し
た
広
域
連

携
や
観
光
振
興
を
さ
ら
に
推
進
し
、
近
隣
商
工

団
体
と
の
連
携
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

【
主
な
重
点
事
業
】

・�「
古
関
裕
而
の
ま
ち
・
ふ
く
し
ま
」ま
ち
な
か

回
遊
事
業
等
の
推
進

・�

福
島
わ
ら
じ

ま
つ
り
を
活

用
し
た
地
域

活
性
化
の
推

進（
写
真
下
）

・�

東
北
中
央
自

動
車
道
を
活

用
し
た
広
域

連
携
の
推
進

４
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

　
　
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　
会
員
満
足
度
調
査
で
得
ら
れ
た
ニ
ー
ズ
や
課

題
に
対
応
し
、
会
員
事
業
所
の
満
足
度
を
高
め

る
よ
う
に
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
向
上
や
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
担

当
す
る
課
を
会
員
か
ら
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、「
商
工
サ
ー
ビ
ス
課
」か
ら「
会
員
サ
ー
ビ

ス
課
」に
課
名
を
改
め
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
の
会
員
事
業

所
に
利
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
商
工
会

議
所
の
広
報
力
を
高
め
て
、
退
会
の
抑
制
お
よ

び
新
規
加
入
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
に
は
健
全
な
組
織
・
財
政
基
盤
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
会
員
増
強
運
動
の
推
進
や
会
員

事
業
所
へ
の
福
利
厚
生
充
実
と
と
も
に
、
共
済

制
度
の
普
及
拡
大
に
一
層
努
め
ま
す
。

【
主
な
重
点
事
業
】

・�

会
員
満
足
度
を
高
め
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
向
上
と
情
報
発
信
力
の
強
化

・�

組
織
率
４0
％
堅
持
の
た
め
の
議
員
・
職
員
に

よ
る
新
た
な

会
員
増
強
運

動
の
実
施

・�

生
命
共
済
制

度
の
維
持
拡

大
お
よ
び
Ｂ

Ｃ
Ｐ
と
連
動

し
た
提
携
損

害
保
険
の
推

進
※
詳
し
い
内
容
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　「
計
画
・
報
告
」で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　http://w
w
w
.fukushim

a-cci.or.jp

◇
お
問
合
せ

　
総
務
課
　
☎
５
７
２

−

７
１
１
５

福島駅前元気プロジェクトによるにぎわいイベント

生活習慣病健診をはじめ会員サービスの向上
に努めます
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令和２年度事業計画

本社　福島市栄町12－21
　　　☎（024）524－2111㈹
工場　伊達郡川俣町鶴沢字中山１番
　　　☎（024）565－2111㈹

本社・工場　伊達市字坂ノ下15
　　　　　　☎（024）584－2111㈹
第 二 工 場　福島市丸子字中ノ町17－1
　　　　　　☎（024）553－5550㈹

創意工夫で世界にはばたき人に貢献

　
３
月
27
日
に
開
催
し
た
通
常
議
員
総
会
に
お

い
て
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
基
本
理
念
で
あ
る「
足
腰
の
強
い「
健
都
ふ
く

し
ま
」を
目
指
し
て
」の
実
現
に
向
け
て
令
和
２

年
度
は
、「
会
員
事
業
所
の
さ
ら
な
る
活
力
強

化
」と「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
加
速

化
」を
年
間
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、「
活
力
あ
る
福

島
の
創
造
」「
会
員
事
業
所
の
発
展
」「
魅
力
あ
る

商
工
会
議
所
」の
３
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
役

職
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
事
業
の
概
要

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
が
経
過
し
、
人
口

減
少
が
加
速
す
る
中
、
福
島
市
の
経
済
は
い
ま

だ
続
く
風
評
や
深
刻
な
人
手
不
足
、
消
費
税
率

引
上
げ
後
の
需
要
低
迷
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
市
の
真
の
復
興
を
目
指
す「
ふ
く
し
ま

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
将
来
に
希
望
の
も
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
・

企
業
・
地
域
社
会
の
元
気
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
会
員
事
業
所
の
活
力
と
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
、
現
場
主
義
に
徹
し
な
が
ら
、
失

敗
を
恐
れ
ず
足
腰
の
強
い「
健
都
ふ
く
し
ま
」の

実
現
に
向
け
た
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

１
．
中
小
企
業
支
援
の
充
実

　
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
者
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
推
進
し
、
経
営
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

る
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
っ
て
深
刻
な
状
況
に

あ
る
企
業
に
対
し
て
、
き
め
細
か
な
情
報
提
供

と
経
営
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
台
風
被
害
の
事

業
所
へ
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
等
を
活
用
し
た
支

援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
福
島
市

と
共
同
で
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
力
強
化

を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
の
策
定
・
認
定
を
目

指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
人
手
不
足
と
と
も
に
、
後
継
者
不
足

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
性
向

上
や
人
材
育
成
な
ど
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

専
門
家
を
活
用
し
な
が
ら
、
販
路
拡
大
や
新
分

野
進
出
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、
円

滑
な
事
業
承
継
や
創
業
の
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
主
な
重
点
事
業
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た

き
め
細
か
な
情
報
提
供
や
経
営
相
談
の
展
開

・�

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
伴
走
型
支
援

に
よ
る
会
員
事
業
所
の
経
営
課
題
の
解
決

・�

自
然
災
害
や
新
た
な
感
染
症
な
ど
の
緊
急
事

態
に
備
え
た

事
業
継
続
計

画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
支
援

・�

後
継
者
不
足

に
対
応
し
た

円
滑
な
事
業

承
継
お
よ
び

創
業
支
援

２
．�

福
島
駅
周
辺
を
核
と
す
る
中
心
市

街
地
の
活
性
化

　
福
島
市
が
平
成
30
年
12
月
に
発
表
し
た「
風

格
あ
る
県
都
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
構
想
」に

描
か
れ
た
賑
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街

地
を
実
現
す
る
た
め
、
活
性
化
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
ち
の
回
遊
性
を
高
め
て
滞
留
時
間
を
増
や

す
た
め
、
世
代
を
超
え
て
集
え
る
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」を
素
材
と

し
た
展
示
施
設
の
開
設
な
ど
情
報
発
信
機
能
を

強
化
し
、
民
間
の
活
力
と
幅
広
い
世
代
の
参
画

足
腰
の
強
い「
健
都
ふ
く
し
ま
」を
目
指
し
て

 
会
員
事
業
所
の
さ
ら
な
る
活
力
強
化

 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
加
速
化
令
和
２
年
度
事
業
計
画
を

ご
紹
介
し
ま
す

経営に役立つセミナーを展開します
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連続テレビ小説「エール」を活用したまちづくり

　
古
関
裕
而
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
て
お
腹

が
空
い
た
ら
、
グ
ル
メ
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

　「
エ
ー
ル
」放
映
に
ち
な
ん
で
、
食
で
お
も
て

な
し
を
提
供
す
る
３
つ
の
企
画
が
３
月
30
日
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
人
気
企
画

ラ
ン
チ
で
食
う
ポ
ン
２
０
２
０
春

　
季
節
限
定
１
、０
０
０
円
以
上
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
が
１
、０
０
０
円（
税
込
）で
食
べ
ら
れ

る
大
人
気
企
画
が
今
春
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
で
も
ク
ー
ポ
ン
が
使
え
る
ほ
か
、
３

店
舗
回
っ
て
集
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
応
募

す
る
と
豪
華
景
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
景
品
を
拡
充
し
、
当
選
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
食
う
ポ
ン
を
片
手
に
、
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
の
お
店
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
期
間
　
５
月
31
日
㈰
ま
で

参
加
店
舗
　
59
店
舗

　
参
加
店
舗
の
詳
細
や
営
業
時
間
、
サ
ー
ビ
ス

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

福
島
商
工
会
議
所
　
ラ
ン
チ
で
食
う
ポ
ン

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

地
域
振
興
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
８

ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
時
間
を

古
関
裕
而
・
応
援（
エ
ー
ル
）グ
ル
メ

　
参
加
店
と
っ
て
お
き
の
メ
ニ
ュ
ー
が

２
、０
０
０
円
～
３
、０
０
０
円
の
価
格
帯
で
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
時

間
と
食
事
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
６
月
30
日
㈫
ま
で

参
加
店
舗
　
10
店
舗

・
味
処
大
番
　
竹
林
亭	

（
松
浪
町
）

・
中
国
四
川
料
理	

石シ
ー
リ
ン林	

（
本
町
）

・
中
国
料
理	

珍
満
賓
館	

（
北
町
）

・delightful	cuisine	ki-ichigo

　	

（
三
河
南
町
）

・
ビ
ア
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ト
ー
タ
ス

	

（
栄
町
）

・
福
島
信
夫
山	

迎
賓
館	

和
食
く
ろ
沢

　	

（
大
明
神
）

・
峰
亀
曽
根
田
店	

（
曽
根
田
町
）

・
焼
肉
わ
く
わ
く	

（
置
賜
町
）

・
羅ろ

ぶ
の
お
る

布
乃
瑠	

沙さ

ら

え

ぼ

羅
英
慕	

福
島
店

	

（
天
神
町
）

・
和
食
堂
ま
つ
川

　
　
　
　
　（
太
田
町	

セ
レ
ク
ト
ン
福
島
）

お
問
合
せ

地
域
振
興
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
８

お
寿
司
で
お
も
て
な
し

古
関
裕
而
に
想
い
を
馳
せ
た

応
援（
エ
ー
ル
）寿
し

　
通
常
２
、０
０
０
円
～
３
、０
０
０
円
で
提
供

し
て
い
る
お
寿
司
を
少
し
お
得
感
を
出
し
て
ご

提
供
し
、
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
古
関
先
生
が
生
前
好
ん
で
食
べ
て
い

た
紅
葉
漬
け
、
い
な
り
寿
司
、
郷
土
料
理
の
い

か
人
参
な
ど
も
各
店
舗
で
提
供
範
囲
内
で
ご
提

供
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
９
月
30
日
㈬
ま
で

参
加
店
舗
　
11
店
舗

・
亀
寿
司	

（
太
田
町
）

・
喜
久
寿
し	

（
渡
利
）

・
旬
香
酒
稲	

辰
巳	

（
栄
町
）

・
鮨
長
　
駅
前
本
店	

（
栄
町
）

・
鮨
長
　
パ
セ
オ
通
り
店	

（
置
賜
町
）

・
す
し
処
　
菜
佳	

（
黒
岩
）

・
寿
司
処
　
前
野	

（
置
賜
町
）

・
鮨
乃
家	

（
置
賜
町
）

・Lunch&
sushi	bar	

江
戸
政

	

（
森
合
）

・
味
処
　
栄
寿
し（
伊
達
市
梁
川
町
広
瀬
町
）

・
鮨
処
　
濱
蝶
　（
伊
達
市
保
原
町
鉄
砲
町
）

主
催
　�

福
島
県
す
し
商
生
活
衛
生
協
同
組
合
福

島
支
部

共
催
　
福
島
商
工
会
議
所

お
問
合
せ

会
員
サ
ー
ビ
ス
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
Ｐ
８
・
９
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

開
館
予
定
日
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
店
舗
の
営
業

時
間
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
食
〉で
お
も
て
な
し
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連続テレビ小説「エール」を活用したまちづくり

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
３
月
30
日
か
ら
放
送
が
始
ま
っ
た
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」。
福
島
市
出
身
の
古
関
裕
而
先
生
と

金
子
夫
人
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
商
工
会
議
所
で
は「
エ
ー
ル
」を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
エ
ー
ル
」放
送

開
始
に
ち
な
ん
で
始
ま
っ
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

４
月
18
日
、
大
町
に
開
館

古
関
裕
而
ま
ち
な
か
青
春
館

　
明
治
４2
年
、
福
島
市
大
町
の
老
舗
呉
服
店
に

生
ま
れ
た
古
関
裕
而
先
生
。
昭
和
６
年
に
上
京

す
る
ま
で
の
22
年
間
を
過
ご
し
た
福
島
市
の
中

心
部
は
、
作
曲
家
生
活
の
ま
さ
に
原
点
で
し
た
。

当
時
の
福
島
は
絹
の
輸
出
な
ど
で
栄
え
、
東
北

で
初
め
て
日
本
銀
行
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、
商

都
と
し
て
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
古
関
先
生
が
過
ご

し
た
大
町
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

大
町
ビ
ル
１
階
に
４

月
18
日
に
開
館
す
る

「
古
関
裕
而
ま
ち
な
か

青
春
館
」で
は
、
先
生

の
青
春
時
代
や
往
時

の
福
島
の
様
子
が
わ

か
る
資
料
展
示
を
は

じ
め
、
週
末
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

古
関
裕
而
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る

 

マ
ッ
プ

　
福
島
市
内
に
は
古
関
裕
而
先
生
が
過
ご
し
た

足
跡
や
ゆ
か
り
の
地
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
福
島
駅
東
口
の
銅
像
を
は
じ
め
、
大
町
の

生
家
跡
、
現
在
の
市
民
会
館
に
あ
っ
た
福
島
商

業
学
校（
現
・
福
島
商
業
高
校
）な
ど
ゆ
か
り
の

地
を
訪
ね
な
が
ら
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
時
の

頼
も
し
い
味
方
と
な
る「
古
関
裕
而
ゆ
か
り
の

地
を
め
ぐ
る
マ
ッ
プ
」が
出
来
ま
し
た
。

　
５
万
部
を
作
成
し
、
福
島
駅
観
光
案
内
所
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ

地
域
振
興
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
８

花
も
も
が
お
出
迎
え

　
春
に
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
花
も
も
が
福
島

市
の
中
心
市
街
地
を
や
さ
し
く
彩
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
毎
年
春
に
設
置
し
て
い
る
駅
前

通
り
、
福
島
駅
東
口
・
西
口
広
場
の
花
も
も
プ

ラ
ン
タ
ー
設
置
に
加
え
、
レ
ン
ガ
通
り
、
県
庁

通
り
の
一
部
に
花
も
も
の
切
り
花
を
４0
鉢
設
置

し
て
、
春
の
訪
れ
を
歓
迎
し
ま
す
。

設
置
期
間
　
４
月
30
日
㈭
ま
で

　
　
　
　
　
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

「
も
も
り
ん
ビ
ジ
ョ
ン
」で
Ｐ
Ｒ

　
福
島
駅
東
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
も
も
り

ん
ビ
ジ
ョ
ン
」を
使
い
、
古
関
裕
而
先
生
の
ふ

る
さ
と
福
島
市
が「
エ
ー
ル
」の
舞
台
と
な
っ
た

こ
と
を
歓
迎
す
る
、
当
所
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
広
報

Ｃ
Ｍ
を
放
映
中
で
す
。
福
島
駅
東
口
に
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

放
映
期
間
　
９
月
30
日
㈬
ま
で

　
す
ぐ
隣
の
物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
イ
ー
ツ
や
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
を
購
入
で

き
ま
す
。

　
古
関
先
生
が
過
ご
し
た
青
春
時
代
の
息
づ
か

い
を
感
じ
た
後
は
、
周
辺
の
商
店
街
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
。
青
春
館
周
辺
の
４
商
店
街
で
は
、

「
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」と
し
て
古
関
先
生
の

写
真
が
協
力
店
舗
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
は
先
生
の
ご
子
息

で
あ
る
古
関
正
裕
氏

が
今
回
の
た
め
に
、

特
別
に
許
可
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
多

彩
な
古
関
先
生
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

住
　
　
所
　
大
町
９
―
20
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
町
ビ
ル

開
館
時
間
　
10
時
～
16
時

休
　
館
　
日
　
な
し
　
　
駐
車
場
　
な
し

開
設
期
間
　
10
月
31
日
㈯
ま
で

お
問
合
せ

総
合
企
画
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
７

※画像は昨年の様子
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優良会員事業所表彰制度

令和元年度
優良会員事業所表彰制度　受賞事業所が決定

　当所では、経営意欲を高め、地域経済の活性化を図ることを目的として、経営革新や地域貢献などを積極的に推進し
ている会員事業所を顕彰する「優良会員事業所表彰制度」を平成17年度から実施しています。制度スタートから10年目の
平成27年度に表彰基準を見直し、これまでに109事業所を表彰してきました。
　３月27日、令和元年度の優良会員事業所表彰制度を受賞された３事業所をたたえる式典を開催しました。各社の取り
組みとともにご紹介します。

環境改善賞

株式会社アポロガス
飯坂町八景6-17　電話542-1122
相良元章 代表取締役社長　昭和46年創業
http://www.apollogas.co.jp/

　「福島が笑えば世界が笑う」のキーワードの下、LPガス
販売、太陽光発電設備設置・施工・販売、リフォーム等の
アポログループ各社は、環境問題に配慮した再生可能エネ
ルギーの普及啓発に努めながら、職場環境の改善も図りな
がら事業展開を図っています。
　福島県の目指す「2040年代中にエネルギー需要を
100％再生可能エネルギーで生み出す」という目標に賛同
し、2000年11月から太陽光発電事業、ソーラーファー
ム事業、木質バイオマス事業を開始したアポロガス。
　グループ会社の福島ハイドロサプライ㈱では、商用とし
ては日本初となる再生可能エネルギー由来の水素を利用し
た移動式水素ステーションを運用し、2018年4月から水
素自動車へ水素を供給しています。
　2015年6月には「ふくしま再エネパーク」を建設して、
再生可能エネルギーが身近に感じられる体験型学習施設
を広く開放し、県内外から年間1,000名ほどの見学を受
け入れています。
　社員の育成にも熱心な同社では、2015年から社員研
修プログラム「アポロ大学」を実施し、多岐にわたる研修が
仕事へフィードバックされています。

優良会員事業所表彰制度
応募・推薦基準

 経営革新賞 
・製品（商品）製造において独自の技術・技能を持ち、
他の模範と認められる事業所
・独自のサービス手法、商品の販売手法を持ち、他
の模範と認められる事業所
・製品（商品）開発や業務改善において成果・実績が
認められ、他の模範と認められる事業所
・既存事業からの転換、多角化によって新分野に進
出し、他の模範と認められる事業所
・顧客満足度の向上に積極的取り組み、他の模範と
認められる事業所
・地域ブランドの企画、開発、販売、市場開拓など
を行い、地域ブランドの向上に取り組んでいる事
業所
・地域ブランドを活用して福島のPRを積極的に行っ
ている事業所

 環境改善賞 
・省資源、省エネルギー化に積極的に取り組んでい
る事業所
・過剰包装削減、マイバッグ推進運動に積極的に取
り組んでいる事業所
・３Ｒ（リデュース、リサイクル、リユース）に積極
的に取り組んでいる事業所
・顧客、社員の環境問題への意識高揚に積極的に取
り組んでいる事業所

 地域貢献賞 
・福島市のまちづくりや活性化、交流人口の増加、
風評被害の払拭等に貢献している行書
・コミュニティ活動やボランティア活動等を通じ、
地域活動に貢献している事業所
・子育て世代の社会進出や女性の積極的な登用など
に貢献している事業所
・高齢者、障がい者雇用を推進し、地域社会に貢献
している事業所

主　管：当所中小企業振興委員会

　２月12日に開催した選考委員会で厳正な審査の結
果、右の３社を選出しました。
　栄えある受賞、誠におめでとうございます。

◀
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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優良会員事業所表彰制度

地域貢献賞 委員長特別賞

大久自動車販売株式会社
本内字北古舘9　電話 572-3241
大槻一博 代表取締役社長　昭和21年創業
https://www.daiq.co.jp/

　同社は74年前に福島県福島市で自転車販売・修理店と
して始まりました。時代の移り変わりとともに自動車販
売・整備にシフトし、2007年には販売商品を軽自動車の
未使用車に特化しました。現在では福島市、郡山市、いわ
き市、白河市に販売店と整備・鈑金工場を展開しています。
　人材不足が深刻化する自動車整備士を目指す学生の育
成や支援を目的として、整備士の資格を持っていなくても
働きながら資格取得を目指す社内塾制度や、整備専門学校
へ進学する学生への支援として企業奨学金制度も創設し
ています。また、令和２年１月には、福島県立テクノアカ
デミー会津校をはじめとする整備専門学校に、自動車整備
を学ぶ教材として実習車を寄贈しています。最近では、地
域の小中学校の職場体験、高校生への職業講話なども積極
的に行っており、地域を担う子どもたちに自動車業界に対
する興味を持つきっかけを提供しています。
　また、東日本大震災の翌年から、福島県の「東日本大震
災ふくしまこども寄附金」に、売り上げの一部を寄附する
活動を続けており、大槻社長は「最低でも震災の年に生ま
れた子どもが成人を迎えるまでは続けたい」と話していま
す。

合同会社TSUMIKI
佐倉下字二本榎13-1　電話 572-7307
藤原光一郎 代表社員　平成27年創業
https://www.tsumiki.group/

「世のため人のためになることをしよう」という経営理
念のもと、同社は国土交通省の許認可を受け、福島市で初
となるセーフティネット住宅を2019年８月に佐倉下に
オープンしました。
「つみきの家」と名付けられたこの物件は、「空き家対策」
と「要配慮者への住まいの提供」という国が抱える二つの
重要課題解決の一助として注目を集めています。
高齢者や障がい者、低所得者であっても、「安心」「自由」

「自立」したシェアハウスは全て個室。建物内には共同浴
室、ラウンジ、応接室が完備され、入居者が快適に生活で
きるような設備となっています。
藤原代表によると、入居者の年齢は40〜80歳までと
幅広く、まだまだ社会貢献を目指す方も多いため、そうし
た方々が活躍できるよう仕組み作りを進めているそうで
す。
同社は、「つみきの家」以外にもコンサル事業などを運営
しています。「困ったことがあれば、TSUMIKIに相談しよ
う」「お客様に『ありがとう』と言ってもらえる存在になろ
う」と掲げられた未来像に向かって歩んでいます。

◀�

本
社
機
能
も
兼
ね
る「
つ
み
き
の
家
」

◀�

未
来
の
担
い
手
へ
自
動
車
を
寄
贈

受賞された３社の代表
(前列左から)�大久自動車販売㈱・大槻一博
社長、㈱アポロガス・相良社長、渡邊会頭、
(同)TSUMIKI・藤原代表社員
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会員ビジネスボード

無料体験セミナーを実施中
　PC・資格・語学等のスキルアップから資格の取得まで、ワン
ストップで学習できるキャリアスクール。自分磨き支援サービス

「i-Company CLUB」で学習の習慣化を図り、学力が格段にアッ
プするサービスを実施中！
　アビバでは、操作能力だけでなく実務力を鍛える講座や資格取
得を目指して就転職に活かすスキルを習得。
　大栄では、企業推奨の資格である簿記、宅建士を中心に、国家
試験対策等の講座も充実、公務員受験対策講座も開講中。

定額制整体10分無料　１カ月￥3,000（税別）
　このたび、feel福島店では月額定額制のサービスを開始するこ
とになりました！
　期間内であれば１日10分無料のサービスを気軽に施術可能に♪
今まで以上にお得に、日々の疲れを癒すお手伝いをさせていただ
きます♪株式会社リンクアカデミー福島校

福島市栄町6-6　NBFユニックスビル1階　TEL 573-9654　FAX 525-8581
【アビバ】https://www.aviva.co.jp/search/fukushima.html 　
【資格の大栄】https://www.daiei-ed.co.jp/school/afukushima.php　
か10：30～20：30（土日・祝日は～18：00）　け月曜不定休
も指定駐車場（ダイユーエイトMAX）

心と身体の癒し空間 feel
福島市曽根田町1-18 MAXふくしま５階　TEL･FAX 533-8099
か10：00～21：00（受付時間20時まで）　けなし　もMAXふくしま駐車場

無料情報発信
コーナー 会 員
ビジネスボード

自社の新商品、新サービスなどをご紹介できる会員限定の
無料情報発信コーナーです。掲載情報の詳細やお取引に関
しては、取引当事者間で直接ご連絡願います。万一トラブ
ルが生じても当所は責任を負いかねます。
掲載をご希望の方は総合企画課（☎ 572−7117）まで
お問合せください。

学習習慣を見直して学習効率アップ！ 整体１日10分 無料サービス

法人会員
事 業 所 名 所 在 地 営 業 内 容 T E L

㈱ｉ 北矢野目字樋越１ 損害保険代理店業・生命保険に
関する募集 572-7785

㈱吾妻山麓醸造所 桜本字梨子沢4-2 果実酒製造、酒類の販売 573-9981

酪王乳業㈱福島営業所 鳥谷野字舘15-7 牛乳、乳製品販売業 545-8741

個人会員
事 業 所 名 所 在 地 営 業 内 容 T E L

左官屋　宍戸 瀬上町字御蔵場1-13 左官工事 554-0445

SAKELABO 福島 JPN 栄町1-35 日本酒の普及教育、企業研修など 090-1492-4950

鈴木建築 笹谷字北前田21 建築大工 556-0744

高橋塗装店 笹谷字三本松32
パルシティⅡ-202 塗装業、リフォーム全般 503-9598

飲み食い処 のこのこ 陣場町3-23 居酒屋 080-5557-0694
Patisserie Eclore

（パティスリー エクロール） 上町5-6　上町テラス１階 洋菓子製造、販売 563-6558

ファミリーホーム とくら 丸子字御山越14 里親 533-6467

Ridream（ライドリーム） 成川字半夏田11-4 カーコーティング、クリーニング 090-1930-7746

新会員のご紹介 ご入会ありがとうございます　期間：令和２年２月１日～３月22日
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会員事業所の福利厚生をサポート

会員事業所の福利厚生をサポートします

「
事
業
所
経
営
の
将
来
へ
の
安
心
に
」
　ご
活
用
く
だ
さ
い
！！

生
命
共
済
制
度
・
特
定
退
職
金
共
済
制
度

◇
生
命
共
済
制
度
の
特
色

「
定
期
保
険（
団
体
型
）＋
商
工
会
議
所
自
家
給
付
制
度
」

　
役
員
お
よ
び
従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
に
ご

活
用
頂
け
ま
す
。

①
70
歳
６
か
月
ま
で
加
入
可
能

②
業
務
上
・
業
務
外
問
わ
ず
2４
時
間
保
障

③
契
約
時
医
師
の
診
査
不
要

④
剰
余
金
が
あ
れ
ば
配
当
金
を
還
付

　
ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
重

要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
･
注
意
喚
起
情
報
）

を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
特
色

　
当
制
度
は
、
委
託
保
険
会
社
の
ア
ク
サ
生
命

保
険
株
式
会
社
と
締
結
し
た
新
企
業
年
金
保
険

契
約
に
基
づ
き
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

①�
掛
金
は
ひ
と
り
月
額
３
０
、０
０
０
円
ま
で

非
課
税
で
す
。

②�
過
去
勤
務
期
間
の
通
算
の
取
り
扱
い
が
可
能

で
す
。
　

《
税
務
上
の
取
扱
い
》

①�

事
業
主
が
負
担
し
た
掛
金
は
全
額
損
金
ま
た

は
必
要
経
費
に
計
上
で
き
ま
す
。
ま
た
、
従

業
員
の
給
与
に
な
り
ま
せ
ん
。

（
所
得
税
法
施
行
令
第
6４
条
、
法
人
税
法
施
行
令
第

１
３
５
条
）

②�

当
制
度
の
給
付
金
・
解
約
手
当
金
の
受
取
人

は
、
加
入
従
業
員
に
な
り
ま
す
。

加
入
従
業
員
が
受
け
取
る
退
職
給
付
金
は
退
職

所
得
、
退
職
年
金
は
雑
所
得
。
ま
た
、
遺
族
給

付
金
は
相
続
税
、
解
約
手
当
金
は
一
時
所
得
に

な
り
ま
す
。

（
所
得
税
法
施
行
令
第
72
条
、
第
１
８
３
条
、
相
続
税

法
第
３
条
）

　
将
来
に
わ
た
り
、
従
業
員
の
確
保
と
定
着
化

を
図
る
う
え
で
、
ご
活
用
頂
け
ま
す
。

　
ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

必
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
ご
契
約
者
の
皆
様
へ
』

　
生
命
共
済
の「
自
家
給
付
規
約
」と
特
退
金
の

「
退
職
金
共
済
規
程
」を
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
６

　
引
受
保
険
会
社
　

　
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
福
島
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
５
３
６
―
２
４
０
７

　
当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
の
事
業

主
・
役
員
・
従
業
員
の
皆
様
に
確
か

な
安
心
を
お
届
け
す
る
た
め
、
共
済

制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
利
厚
生

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
保
険
引

受
会
社
で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

福
島
営
業
所
の
推
進
員
が
お
客
様
の

立
場
で
ご
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
15
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

期
間
中
、
当
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命

保
険
の
推
進
員
が
各
種
保
険
制
度
の

内
容
説
明
で
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
貴
社
の
福
利
厚
生
に

ま
つ
わ
る
お
悩
み
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
生
命
共
済
制
度
を
は
じ
め
各

種
保
険
制
度
が
き
っ
と
お
役
に
立
ち

ま
す
。

私たちがサポーターです。
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福島商工会議所女性会 圓・青年部トピックス

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

花
時
計
を
植
え
替
え

成
17
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た「
花

と
街
の
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」街

案
内
は
、
現
在
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
や

む
を
得
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
花
の
ま
ち�

ふ
く
し
ま
」を
来
訪
者

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
花
時
計
の
植
え

替
え
を
予
定
通
り
、
３
月
19
日
に
実
施
致
し
ま

し
た
。

　
花
時
計
の
図
柄
を「
ス
マ
イ
ル
君
」に
一
新
し
、

ま
た
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
福
島
明
成
高
校
の
生
徒
の
皆
様
と

共
同
で
植
え
替
え
作
業
を
行
う
は
ず
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
同
校
の
先
生

方
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　
花
時
計
は
今
や
市
民
の
皆
様
の
待
ち
合
わ
せ

場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
植
え
替
え
は
、
福
島
明
成
高
校
の
生

徒
の
皆
様
と
と
も
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
は
会
員
交
流
委
員
会
、
地
域
・

事
業
委
員
会
が
、
令
和
元
年
度
最
後
の
会
議
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

平

青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
RL  http://w

w
w

.fyeɡ.jp/

令和２年度年間テーマ 「親愛なる2020 福島へようこそ」～福島よ、いざ！～

ら
福
島
商
工
会
議
所
青
年

部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）が
長
ら
く
目

標
と
し
て
き
た
２
０
２
０
年
が
つ

い
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

古
関
裕
而
・
金
子
夫
妻
の
朝
ド

ラ
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
一
部
の
試
合
が
福
島
市
で
開

催
さ
れ
る
と
い
う
、
福
島
市
全
体

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
年
を
迎

え
ま
し
た
。」

会
長
就
任
に
当
た
っ
て
述
べ
た

所
信
表
明
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
２
０
２
１

年
７
月
に
延
期
さ
れ
た
こ
と
で
、

所
信
の
冒
頭
を
一
部
変
更
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
０
年

  「
我

を
迎
え
る
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
、
と
あ
え

て
強
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
島
を
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
発
信
し
、

後
に
振
り
返
れ
ば「
福
島
の
年
」だ
っ
た
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ「
連

携
」の
価
値
を
改
め
て
認
識
し
、「
連
携
」に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
横
方
向
へ
の
裾
野
の
広
が
り
が
、

縦
へ
の
積
み
上
げ
に
よ
る
限
界
突
破
に
つ
な
が

る
と
い
う
信
念
の
も
と
、
福
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
そ

し
て
メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
が
縦
横
無
尽
に
活

躍
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

我
々
は
ま
だ
夢
の
途
中
で
す
。

戦
後
復
興
の
象
徴
で
あ
る
古
関
裕
而
作
曲
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
チ
を
、
震
災
復
興
の
象
徴

と
し
て
国
立
競
技
場
か
ら
全
世
界
に
鳴
り
響
か

せ
る
こ
と
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト
を

後
世
に
残
す
礎（
い
し
ず
え
）を
作
る
こ
と
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
連
携
と
調
和
を
自
覚
し
、
未
来
を

見
据
え
た
提
言
を
し
、
邁
進
す
る
こ
と
。

昨
年
50
周
年
を
迎
え
て
刷
新
さ
れ
た「
福
島

わ
ら
じ
ま
つ
り
」の
２
年
目
の
跳
躍
を
支
え
、

市
民
が
育
て
る
ま
つ
り
に
し
て
い
く
一
翼
を
担

う
こ
と
。

こ
れ
ら
の
夢
の
実
現
を
通
し
、
福
島
が
今
ま

で
に
い
た
だ
い
て
き
た
エ
ー
ル
を
全
国
に
、
そ

し
て
世
界
に
お
返
し
で
き
る
よ
う
行
進
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
福
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
、
い
ざ
！
」

令和２年度会長
渡邉　啓道

渡辺司法書士事務所�代表

福島明成高校の先生、ありがとうございました 今回の図柄は「スマイル君」
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会議所のうごき

毎月10日発行

所報ふくしま
広告募集中

『所報ふくしま』を使って
福島市内の会員企業
約4,000社へPRしませんか

企業をターゲットとした広告をお考えの方へ
『所報ふくしま』を広告媒体としてぜひご活用ください

発行部数�4,500部　毎月10日発行　
※会員事業所、各地商工会議所、官公庁、関係団体への発送は4,200部です。

料
金
表

広告枠 募集数 金額（税込） サイズ�縦*横�mm 色
表４（裏表紙） １ 100,000円 １ページ全面� 258*170 カラー
表２（表紙裏） ２ �40,000円 1/2ページ� 124*170 モノクロ
表３（裏表紙の裏） ２ �40,000円 1/2ページ� 124*170 モノクロ
記事　 １ページ １ 50,000円 １ページ全面� 258*170 モノクロ
記事�1/2ページ ３ 30,000円 1/2ページ� 124*170 モノクロ
記事�1/4ページ ７ 20,000円 1/4ページ� 58*170 モノクロ

お問合せ･お申込みは　総合企画課　☎572-7117

会
議
所
の

う
ご
き

KAIGISHO
NO

UGOKI

　
83
名
が
出
席
し
た
。
９
部
会
の
各
部
会
長
と

６
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
令
和
元
年
度
の
事
業

報
告
と
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
を
発
表
し
た
。

議
員
全
体
で
商
工
会
議
所
活
動
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
部
会
・
委
員
会
相
互
の
連

携
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。

　
委
任
状
行
使
を
含
め
て
１
１
４
名
が
出
席
し

た
。
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
収
支
予
算
案
を
承
認
し
た
。
そ
の
他

の
主
な
議
事
は
次
の
と
お
り
。

◇
常
議
員
の
補
充
選
任

　
㈱
日
新
土
建
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
井
三
夫
　
氏

◇
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

　
入
三
機
材
㈱
　

　
代
表
取
締
役
　
　
　
　
上
西
和
子
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
月
22
日
付
）

　
㈱
彌
満
和
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン

　
執
行
役
員
工
場
長
　
　
内
田
　
靖
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
４
月
１
日
付
）

◇
顧
問
の
変
更

　
国
立
大
学
法
人
福
島
大
学

　
学
長
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
浩
喜
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
４
月
１
日
付
）

池
田
　
　
寛

旧
　
商
工
サ
ー
ビ
ス
課
主
査

新
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
主
査

本
田
　
文
香

旧
　
商
工
サ
ー
ビ
ス
課
主
査

新
　
地
域
振
興
課
主
査

橋
本
　
祐
樹

旧
　
総
合
企
画
課
主
査

新
　
経
営
支
援
課
主
査

片
平
　
宗
之

旧
　
地
域
振
興
課
主
事

新
　
総
務
課
主
査

菅
野
　
愛
美

旧
　
総
務
課
主
事

新
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
主
事

◇
参
与
の
変
更
　（
い
ず
れ
も
４
月
１
日
付
）

　
福
島
警
察
署
長
　
　
　
　
齋
藤
佳
史
　
氏

　
福
島
県
商
工
労
働
部
長
　
宮
原
安
治
　
氏

　
福
島
県
企
画
調
整
部
長
　
橘
　
清
司
　
氏

　
福
島
市
商
工
観
光
部
長
　
市
村
尊
広
　
氏

組
織
変
更
お
よ
び
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
会
員
事
業
所
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
会

員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
向
上
や
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
担
当
す
る
課
を

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
商

工
サ
ー
ビ
ス
課
が
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
に
改
ま
り

ま
し
た
。

◇
人
事
異
動（
４
月
１
日
付
）

引
地
　
裕
樹

旧
　
総
合
企
画
部
参
事
兼
商
工
サ
ー
ビ
ス
課
課
長

新
　
同
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
課
長

大
金
　
英
一

旧
　
経
営
支
援
課
課
長

新
　
事
業
推
進
部
参
事
兼
経
営
支
援
課
課
長

森
藤
　
孝
之

旧
　
地
域
振
興
課
課
長
補
佐

新
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐

紺
野
　
智
裕

旧
　
商
工
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐

新
　
地
域
振
興
課
課
長
補
佐

田
村
　
陽
介

旧
　
経
営
支
援
課
係
長

新
　
経
営
支
援
課
課
長
補
佐

佐
久
間
純
子

旧
　
経
営
支
援
課
係
長

新
　
総
合
企
画
課
係
長

議
員
懇
話
会

通
常
議
員
総
会

3月3月

5日27日

令和２年度 福島商工会議所事務局組織体制
部署名 主な業務内容 直通電話

総
合
企
画
部

総　務　課 役員・議員関係、珠算、
庶務全般 572-7115

会員
サービス課

会員・会費関係、生命共済
制度、女性会 572-7116

総合企画課 中心市街地活性化関係、所報、
福島県商工会議所連合会 572-7117

事
　
業

推
進
部

経営支援課 各種経営相談、専門家派遣、
セミナー、講習会 536-3900

地域振興課 わらじまつり・イベント、観光
関係、商店街連合会、青年部 572-7118
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相馬・米沢広域観光情報

福
島
商
工
会
議
所

　ふ
く
し
ま
四
月
号

発

　行	

令
和
二
年
四
月
十
日

　
　
　
　
　第
七
九
九
号

　
　
　
　
　福
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　〒
九
六
〇
︱
八
〇
五
三

　
　
　
　
　福
島
市
三
河
南
町
一
︱
二
〇

　
　
　
　
　☎（
〇
二
四
）五
三
六
︱
五
五
一
一

印
刷
所	

㈱
日
進
堂
印
刷
所

編
集
後
記

　
飛
行
機
は
風
に
向
か
っ
て
離

陸
し
、
大
き
く
広
げ
た
翼
に
積

ま
れ
た
燃
料
が
揚
力
と
推
進
力

を
生
み
出
し
ま
す
。

　
燃
料
は
目
的
地
は
も
ち
ろ
ん
、
代
替
先
ま
で

の
分
、
天
候
急
変
に
備
え
て
の
予
備
な
ど
が
綿

密
に
計
算
さ
れ
て
搭
載
さ
れ
、
飛
行
中
も
重
心

を
考
え
て
使
う
タ
ン
ク
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
い
ま
、
か
つ
て
な
い
逆
風
が
吹
き
荒
れ
て
い

ま
す
。
機
長
は
飛
行
計
画
書
を
地
上
の
運
行

管
理
者
と
よ
く
相
談
し
、大
空
に
向
か
い
ま
す
。

フ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
に
不
安
が
あ
っ
た
ら
商
工
会
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　いちご狩り30分食べ放題！
　和田観光いちご園のいちご狩りも最盛期を迎えてお
り、朝採りの新鮮ないちごも多品種直売中（直売は売切
れあり、遠方から来られる皆様はまずお電話を！）。ま
た、ハウスの中でバーベキューもできます。ご家族で
お越しください！

 いちご狩り  30分食べ放題（10：00～16：00）
入園料（大人） 4/1　～　5/6 1,300円
 5/7　～　5/31 1,000円
 バーベキューハウス  オールシーズン（11：00～16：00）
　　 一人前1,300円、最低６名様より予算に合わせて

柔軟に対応します。お電話ください！
　　（前日までに要予約／持ち込み可）

【お問い合わせ】
和田観光苺組合　☎0244-36-5535

令和２年度米沢上杉まつり
「開催延期」のお知らせ

　４月29日（水・祝）〜５月３日（日・祝）に開催を予定
しておりました「米沢上杉まつり」について、新型コロ
ナウイルス感染症による社会情勢等を鑑み、開催を延
期することとしました。
　当委員会としても誠に残念な決断となりましたが、
ご来場並びにご参加いただく皆様の「健康上の配慮」と
「不安の解消」を最優先に考え、延期の判断に至ったも
のです。なお、延期後の開催日につきましては今後の
状況と動向を考慮して検討を行ってまいります。詳細
等が決まりましたら改めてお知らせいたします。
　皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、何とぞ
ご理解のうえ、今後も一層のご支援とご協力をいただ
きますよう、よろしくお願い申し上げます。

※開催延期に伴い、参加者募集を中止させていただきます

【お問い合わせ】
　米沢上杉まつり実行委員会　☎0238-22-9607
　公式HP�http://uesugi.yonezawa-matsuri.jp/

相馬・米沢広域観光情報
　　　　　 【東北中央自動車道がつなぐ】

　東北中央自動車道の開通に向けて長年取り組んできた福島・相馬・米沢の３商工会議所で
は、３都市間の交流人口の促進を図るため、各市のイベントや旬の情報を紹介しています。
[さらに便利になりました！！]
　令和元年４月13日　南陽高畠IC ～山形上山IC 開通
　令和元年12月22日　常磐道・相馬IC ～相馬山上IC 開通（無料）

さらに近くなった相馬、米沢、
山形方面へぜひ足を延ばして
みてください。

通行料無料 !

2020明治安田生命J3リーグ
ガンバレ! ユナイテッドFC!
　福島商工会議所は福島ユナイテッドFC
を応援しています。皆様もご一緒にスタジ
アムでエールを送りましょう!

 今後のホームゲーム 
4月26日㈰　13：00	KICK	OFF

vs	ヴァンラーレ八戸
5月6日（水・休）　13：00	KICK	OFF

vs	藤枝MYFC
会場はいずれも、とうほう・みんなのスタジアムです。
また、新型コロナウイルスの影響等により試合日程
は変更の可能性があります。
福島ユナイテッドFC公式ホームページ　

http://fufc.jp/

相馬 米沢


